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ＥＭによる水質浄化の紹介
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ＥＭ（有用微生物群）による
水質浄化後の千原池の経時的変化について

中流

Last 

安全センター

中城村南上原地区

流入河川

放流河川

EMによる浄化活動
2001年7月～2004年10月

EM活性液 2ｔ～4t／週
ＥＭ投入中止後調査期間

2004年10月～2005年１２月

貯水量 63、000 t      
流入量 3、000 t /day

千原池を橋の上から見た様子
2005年８月 2005年11月

EM投入前 2004年

放流口

カワニナの様子

放流口におけるカワニナの様子

2005年11月

2005年5月放流口

2005年11月
2005年3月
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透視度の経時的変化

EM投入中止
（2004年１０月）
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2004年～2005年の大腸菌の変化
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EM投入中止
（2004年１０月）

原敬記念館

２００５年６月１１日 ２００６年９月８日

２００６年７月２８日

水１０リットル当たり
納豆１０ｇ
糖蜜200cc

好気で一週間培養

納豆菌培養して３０リットル投入

２２cm ８４cm

原敬の池の透視度

２００６年９月８日２００６年８月１１日２００５年初期

まとめ

・ EMの投入を中止してから１年3ヶ月後においても、EM
投入中止時と同等の浄化能力が千原池で維持されて
いることが確認された．

・ 納豆菌を培養して、投入すると汚れが凝固し、底に沈
んだために透明になった。
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総括

家庭からの生活雑排水が流れ込む河川に、
ため池を作り、EMで処理することで、有機物の
分解が促進され、窒素やリンの値も下がる。そ
のため池の水は農業用水として使用できる。ま
た、大腸菌群が抑制されるため飲料水の源水
にも使用でき、池の周りは親水公園としての役
割が期待される。
このように、EMの技術を使うと従来のコスト
の高い下水処理場が不必要だと結論された。

ご静聴ありがとうございました


